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パ
リ
五
輪
も
高
校

野
球
も
熱
か
っ

た
。
五
輪
は
金
メ

ダ
ル
が
確
実
視
さ

れ
た
選
手
が
涙
を

呑
む
一
方
で
、
躍

進
し
て
脚
光
を
浴

び
る
選
手
も
。
高
校
野
球
は
酷

暑
対
策
の
日
程
見
直
し
が
選
手

に
も
応
援
側
に
も
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
▼
選
手
の
笑
顔
や

涙
を
見
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
専
念

し
心
か
ら
楽
し
む
に
は
平
和
で

あ
る
こ
と
の
大
切
さ
も
痛
感
し

た
。
そ
の
熱
い
夏
も
朝
方
は
和

ら
ぐ
一
方
で
私
た
ち
の
熱
い
取

り
組
み
が
始
ま
る
▼
前
号
で
人

勧
情
報
を
出
し
た
。
県
内
は
地

域
手
当
不
支
給
地
が
無
く
な
る

が
、
現
支
給
地
は
６
市
町
を
除

き
引
き
下
げ
の
勧
告
と
な
っ

た
。
総
務
省
指
定
の
市
町
は
こ

れ
か
ら
。
地
域
手
当
が
上
が
る

と
こ
ろ
は
一
度
に
上
げ
な
い
と

官
民
格
差
が
残
る
▼
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
若
手
層
は
10
％
以
上

だ
が
、
40
台
以
上
は
１
％
程
度

だ
か
ら
、
地
域
手
当
が
下
が
れ

ば
実
質
マ
イ
ナ
ス
だ
。
賃
上
げ

局
面
の
中
で
全
員
が
賃
上
げ
を

実
感
す
る
創
意
と
工
夫
の
あ
る

取
り
組
み
作
り
を
夏
休
み
の
宿

題
と
し
て
頑
張
ろ
う　
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発 

行

【
24
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
】

　

人
事
院
は
８
月
8
日
、
本
年

の
月
例
給
の
官
民
較
差
に
基
づ

き
、
月
例
給
１
万
１
１
８
３
円

（
２
・
76
％
）、
一
時
金
を
０
・
10

月
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。
俸
給
表
に
つ
い
て
は
、

大
卒
初
任
給
を
２
万
３
８
０
０

円
、
高
卒
初
任
給
を
２
万
１
４

０
０
円
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
若
年
層
か
ら
お
お
む
ね
30

歳
台
後
半
に
重
点
を
置
き
、
そ

こ
か
ら
改
定
率
を
逓
減
さ
せ
る

形
で
俸
給
表
全
体
を
引
き
上
げ

る
と
し
ま
し
た
。

　

俸
給
表
と
は
、
国
家
公
務
員

の
賃
金
を
定
め
る
表
で
す
。
自

治
体
当
局
の
言
う「
人
勧
準
拠
」

と
は
、
こ
の
俸
給
表
を
使
う
こ

と
で
、
そ
の
運
用
は
自
治
体
ご

と
に
違
い
ま
す
。

　

今
後
、
確
定
闘
争
に
向
け
て

初
任
給
や
運
用
の
改
善
、
組
合

員
の
属
す
る
号
給
の
引
き
上
げ

な
ど
、
労
使
交
渉
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
地
域
手
当
改
定
の
影
響
】

　

今
年
度
は
地
域
手
当
の
改
定

よりよい市民サービスのため人員確保を

シリーズ﹁尾西が斬る﹂
5 「人勧準拠」を突破する

が
あ
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
は
５

級
地
（
４
％
）
と
し
て
勧
告
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

政
令
市
等
で
級
地
の
指
定
が
さ

れ
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

引
き
下
げ　

11
自
治
体

引
き
上
げ　

６
自
治
体

新
た
に
支
給　

24
自
治
体

　

現
在
の
状
況
を
見
れ
ば
、
地

域
手
当
の
新
設
や
引
き
上
げ
は

当
然
で
す
が
、
引
き
下
げ
は
納

得
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
勧
告
を
受
け
、
各
単
組

は
状
況
を
分
析
し
交
渉
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
低
位
平
準
化
の
実
態
】

　

そ
も
そ
も
俸
給
表
は
全
国
の

民
間
賃
金
の
平
均
を
基
に
作
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
間
、

公
務
員
の
賃
金
を
引
き
下
げ
る

た
め
、
全
国
平
均
で
は
な
く
民

間
賃
金
の
低
い
地
域
を
基
準
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
低

位
平
準
化
で
す
。
民
間
賃
金
の

高
い
東
京
都
特
別
区
で
は
、
地

域
手
当
を
20
％
に
引
き
上
げ
給

与
の
総
額
を
下
げ
な
い
調
整
が

さ
れ
て
き
て
い
る
の
も
現
状
で

す
。

【
当
局
に
向
き
合
う
】

　

単
組
は
、
自
治
体
当
局
に
対

し
、
賃
金
や
地
域
手
当
の
違
い

が
人
員
確
保
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
よ
り
よ

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

に
、
適
正
な
人
員
配
置
や
職
員

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
労
働

条
件
を
整
え
さ
せ
る
よ
う
追
及

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
労
使
交
渉
の
ス
ス
メ

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

参議院議員（自治労組織内）

１～２日　県本部公営企業評議会総会および2024
　　　　　公企集会（津名ハイツ）
10日　パレスチナ自治区ガザでの戦闘の即時停止を
　　　求める緊急街頭宣伝行動（ＪＲ元町駅）
14日　県本部臨時・非常勤職員等評議会定期総会

（ひょうご共済会館）

当面の日程

令和の米騒動

大 西 英 剛

に
触
れ
、
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

報
告
と
方
針
は
、
満
場
一
致
で

原
案
ど
お
り
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

単
組
報
告
で
は
、
神
戸
交
通

労
組
か
ら
「
交
通
局
人
事
、
給

与
制
度
改
革
に
つ
い
て
当
局
提

案
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
勤
務

体
制
の
見
直
し
の
提
案
も
あ
っ

た
。
賃
金
や
勤
務
労
働
条
件
に

大
き
く
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
支

部
で
の
交
渉
を
実
施
し
て
い

く
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。
伊

丹
交
通
労
組
か
ら
は
「
乗
務
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
会

計
年
度
職
員
を
採
用
し
た
が
、

正
規
職
員
の
採
用
が
な
け
れ

ば
、
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な

い
」
と
し
組
合
員
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
行
く
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

県
本
部
都
市
公
共
交
通
評
議

会
は
８
月
9
日
、
神
戸
交
通
労

働
組
合
会
館
で
第
12
回
総
会
を

開
催
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
主

催
者
を
代
表
し
五
百
旗
頭
英
裕

議
長
は
都
市
交
評
の
取
り
組
み

や
来
年
の
第
27
回
参
議
院
選
挙

都市交評総会

公共交通を守る
乗務員不足解決に向けて

　

集
会
で
は
、
神
戸
交
通
労
組

の
藤
野
雄
大
さ
ん
か
ら
「
公
共

交
通
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も

岸
さ
ん
の
再
選
は
絶
対
に
必
要

で
あ
り
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
る
」、
豊
岡
市
職

労
の
北
林
江
利
子
さ
ん
は
「
国

会
で
私
た
ち
会
計
年
度
任
用
職

員
の
声
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る

岸
さ
ん
は
絶
対
に
必
要
。
臨

職
評
全
員
で
応
援
す
る
」、
豊

岡
市
職
労
の
川
上
久
美
さ
ん

は
「
女
性
の
働
く
権
利
を
確
立

す
る
た
め
独
自
要
求
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
女
性
の
声
を
国
会

に
届
け
て
も
ら
う
た
め
に
も
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

の
決
意
表
明
を
受
け
た
。

取
り
組
み
と
今
後
の
自
治
体
課

題
」
と
題
し
て
国
政
報
告
を
行

い
、
自
公
政
権
の
中
で
平
和
や

民
主
主
義
、
人
権
を
無
視
し
た

法
改
正
が
次
々
と
強
行
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。
な

か
で
も
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
へ
の
政
府
の
対

応
に
つ
い
て
、
能
登
半
島
復
旧

復
興
へ
の
予
算
で
は
な
く
予
備

費
と
し
て
取
り
扱
う
な
ど
全
く

被
災
者
に
寄
り
添
わ
な
い
姿
勢

に
強
い
憤
り
を
訴
え
た
。

　

ひ
ょ
う
ご
分
権
自
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
尾
西
亮
太
郎
県
本
部

書
記
長
が
県
本
部
の
政
策
課
題

に
つ
い
て
提
起
し
た
の
ち
、
上

野
英
一
県
会
議
員
よ
り
、
知
事

の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
告
発
文
の
内

容
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な
ど
、

１
０
０
条
委
員
会
の
設
置
も
含

め
、
県
政
報
告
を
行
っ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み「
一
歩
前
へ
！

岸
ま
き
こ
ス
タ
ー
ト
集
会
」
を

開
催
。
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

は
、「
第
２
１
３
回
国
会
で
の

　

県
本
部
は
兵
庫
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
７
月
20

日
、
ひ
ょ
う
ご
分
権
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
地
方
財
政
確

立
に
向
け
た
意
見
書
の
取
り
組
み
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

地
域
社
会
を
め
ざ
す
条
例
制
定
な
ど
、
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

国会報告を行う岸まきこ参議院議員

分権自治フォーラム
岸まきこスタート集会

政
策
課
題
に
つ
い
て
意
思
統
一

岸
さ
ん
の
再
選
に
向
け
取
り
組
み
強
化
を

様々な課題を共有
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三
田
市
議
会
議
員
選
挙
が
９

月
22
日
告
示
、
29
日
投
開
票
の

日
程
で
執
行
さ
れ
る
。

　

三
田
市
で
は
こ
の
間
、
当
局

か
ら
の
合
理
化
提
案
が
強
行
さ

れ
て
き
た
。
三
田
市
職
労
で
は

こ
う
し
た
当
局
提
案
を
阻
止
す

る
た
め
に
も
組
織
内
議
員
の
重

要
性
を
改
め
て
確
認
。

　

三
田
市
職
労
出
身
で
阪
神
淡

路
ブ
ロ
ッ
ク
前
事
務
局
長
の

「
橋
本
い
ぶ
ん
」
さ
ん
を
組
織

内
予
定
候
補
と
し
て
、
選
挙
戦

に
挑
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
本
部
は
当
該
三
田
市
職
労

と
と
も
に
、
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
三
田
市
在
住
組
合
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
友
人
・

知
人
へ
の
働
き
か
け
を
要
請
す

る
。

三田市議会議員選挙

橋本いぶんを市議会へ
勝利に向け更なる取り組みを

よりよい職場をめざして意思統一
　

県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
は

８
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
で
14
単
組
42
人
が
参
加
の
も

と
第
９
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
２
０
２
４
年
度
経
過
報
告

と
２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
を

全
体
で
承
認
し
た
。

　

山
根
正
也
議
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
の
ち
、
来
賓
と
し
て
山
下

忠
之
県
本
部
委
員
長
よ
り
「
政

治
の
場
で
私
た
ち
の
声
を
届
け

る
岸
ま
き
子
組
織
内
議
員
の
存

在
は
大
切
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
や
問
題
は
労
使
で
決
着
を

つ
け
る
こ
と
が
大
事
。
病
院
の

経
営
状
況
に
意
見
を
言
え
る
力

を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
本
部
衛
生
医
療
評
議

会
の
平
山
春
樹
事
務
局
長
か
ら

は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

算
定
状
況
、
就
業
前
残
業
や
休

憩
が
取
れ
な
い
課
題
は
、
岸
ま

き
子
さ
ん
や
組
織
内
議
員
へ
伝

え
て
い
く
こ
と
で
解
決
へ
繋
が

る
。
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア

に
よ
り
看
護
師
や
看
護
補
助
者

へ
の
負
担
増
と
な
っ
て
く
る
。

本
部
作
成
の
モ
デ
ル
要
求
書
を

活
用
し
、
交
渉
し
て
欲
し
い
」

と
激
励
と
取
り
組
み
要
請
を
受

け
、
参
加
者
で
共
有
し
た
。

　

総
会
後
は
、（
独
）労
働
政
策

研
究・
研
修
機
構
の
前
浦
補
高

さ
ん
よ
り
「
医
療
・
介
護
の
労
働

組
合
に
何
が
で
き
る
の
か
～
処

遇
改
善
と
人
材
確
保
に
着
目
し

て
～
」
と
題
し
、
現
場
が
直
面

し
て
い
る
課
題
、
人
材
不
足
や

離
職
率
問
題
の
研
究
デ
ー
タ
を

基
に
「
離
職
防
止
は
賃
金
改
善

と
労
働
条
件
を
労
使
で
解
決
す

る
こ
と
で
抑
え
ら
れ
る
な
ど
、

労
働
組
合
が
も
た
ら
す
効
果
は

大
き
い
が
、
組
織
率
は
低
下
し

て
い
る
。
今
後
、
組
織
拡
大
が

重
要
で
あ
り
、
離
職
防
止
に
向

け
、
労
働
組
合
と
し
て
魅
力
的

な
賃
金
水
準
と
職
場
環
境
の
整

備
の
た
め
の
交
渉
が
必
要
」
と

の
講
演
を
受
け
た
。

講師の前浦さんたたかいの報告を受ける参加者

　

２
日
目
は
、
清
掃
部
会
・
学

校
部
会
・
一
般
現
業
部
会
集
会

を
行
っ
た
。

し
た
。
そ
の
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
、
た
た
か
い
い
の
報
告
を

行
い
、
総
会
を
終
了
し
た
。

現
場
で
は
、
人
員
不
足
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
、
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く

の
現
業
職
場
で
は
民
間
委
託
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
社
会
情
勢

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
受
け

止
め
た
現
業
に
よ
る
地
域
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
確
立
し
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
自
治
体
現
場
力
の
回

復
を
め
ざ
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
活
動
経

過
報
告
、
活
動
方
針
（
案
）、

県
市
町
振
興
課
・
県
教
育
委
員

会
申
入
書
の
説
明
を
行
い
、
質

疑
応
答
の
後
、
全
体
で
承
認
。

次
に
自
治
労
現
業
評
議
会
・
川

口
篤
志
議
長
よ
り
、「
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
の
歴
史
や
取
り
組

み
課
題
」
と
題
し
、
講
演
を
受

け
、
今
後
の
取
り
組
み
を
確
認

　

現
業
評
議
会
総
会
と
各
部
会

集
会
を
８
月
２
～
３
日
、
い
こ

い
の
村
は
り
ま
で
開
催
し
た
。

　

１
日
目
の
総
会
で
、
県
本
部

現
業
評
議
会
・
平
瀬
勲
議
長
は
、

「
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

衛生医療評総会

現評総会

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
し

自
治
体
現
場
力
の
回
復
め
ざ
す

今
こ
そ
労
働
組
合
が
必
要

魅
力
的
な
賃
金・労
働
条
件
で
離
職
防
止
へ


